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１．第７期の研究環境基盤部会の組織図 
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２．作業部会等における審議状況等 

（１）共同利用・共同研究拠点に関する作業部会 

 

【審議事項】 

国公私立大学等を通じた共同利用・共同研究拠点の具体的な整備について検討する

とともに、認定された拠点のフォローアップ及び評価の在り方について検討 

 

 

【開催状況等】 

第 1回（平成 25年 2月 26日） 

（１）主査代理の選任について 

  （２）議事運営等について 

  （３）特色ある共同利用・共同研究拠点に関する専門委員会の設置について    

（４）平成２５年度からの共同利用・共同研究拠点の認定に関する審議について 

  （５）その他 

 

第 2回（平成 25年 3月 29日） 

（１）平成２５年度からの共同利用・共同研究拠点の認定に関する審議について 

  （２）その他 

 

第 3回（平成 25年 8月 8日） 

（１）共同利用・共同研究拠点の中間評価について 

（２）その他 

 

 

【今後予定される検討事項】 

○平成 26年度の共同利用・共同研究拠点の認定に対する申請の審査、大臣認定の 

候補となる拠点の決定（平成 26年 3月（予定））。 

○研究環境基盤部会の議論を踏まえて、共同利用・共同研究拠点の期末評価の在 

り方、次期認定の方針等を検討 
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（２）国立大学法人等の運営費交付金(学術研究)に関する作業部会 

 

【審議事項】 

国立大学法人及び大学共同利用機関法人の運営費交付金について、我が国における

独創的・先端的な学術研究を推進する観点から、その配分等に関して専門的見地か

ら検討。 

 

 

【開催状況等】 

第 1回（平成 25年 7月 23日） 

（１）平成２６年度概算要求を巡る状況について 

   （２）「平成２６年度概算要求（学術研究関係）に係る調整作業における基本的 

考え方（案）」について 

   （３）平成２６年度概算要求国立大学法人運営費交付金特別経費（学術研究関係） 

      新規事業に関する評価について 

   （４）平成２６年度概算要求に係る学術研究の大型プロジェクトについて 

   （５）その他 

 

第 2回（平成 25年 8月 28日） 

   （１）平成２６年度概算要求（学術研究関係）について 

   （２）平成２６年度概算要求に係る学術研究の大型プロジェクトについて 

   （３）その他 

 

 

【今後予定される検討事項】 

○国立大学法人運営費交付金による学術研究への支援について基本的な考え方を

検討。 

○各年度の概算要求にあたり、国立大学法人等の運営費交付金（学術研究関係）の

配分等について審議。 
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（３）学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会 

 

【審議事項】 

学術研究の大型プロジェクトに関して、中長期的な視点も含めて計画的な推進を図

るための方策について、専門的見地から検討 

 

 

【開催状況等】 

第 30回（平成 25年 8月 22日） 

（１）議事運営等について 

（２）平成２６年度「大規模学術フロンティア促進事業」に係る評価について 

（３）その他 

 

第 31回（平成 25年 9月 6日） 

（１）平成２６年度「大規模学術フロンティア促進事業」に係る評価について 

（２）その他 

 

第 32回（平成 25年 9月 30日） 

（１）平成２６年度「大規模学術フロンティア促進事業」に係る評価について 

（２）Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射性物質の漏えいに関する報告について 

（３）その他 

 

第 33回（平成 26年 1月 30日） 

（１）大規模学術フロンティア促進事業の年次計画について 

（２）ロードマップの策定の進め方について 

（３）その他 

 

 

【今後予定される検討事項】 

○日本学術会議のマスタープランの策定（平成 26 年 3 月）を踏まえた「ロードマ

ップ 2014（仮称）」の策定。 

○大規模学術フロンティア促進事業で推進中のプロジェクトの中間、進捗評価及び

新規プロジェクトの事前評価等の実施。 

 


